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その「鉢」の上に配置されるモチーフ（竜巻）は矢庭に本来のスケールと意味が剥奪され、見えない軸
を探し求めた痕跡としてのフォルムだけが形として残されることとなる。一見すると、増殖とは逆のベ
クトルが働いているかのように見える作品ではあるが、彫刻を見えないものとの相対として成立させて
いる、という点において他の作品と同様の取り組みだといえる。 
 作品「Tornado」は、今回の展示の中心となる作品であり、これまでの研究内容が総括された作品であ
る。2008年に制作された「脅威の記憶」は垂直方向へ、2009年に制作された「Oasis」は水平方向への増
殖する形によって見えない「境界」を示してきた。「Tornado」は水平と垂直の形を組み合わせた構成と
なっており、高さ2800(mm)、最大幅3000(mm)という大作である。仰瞰と俯瞰、双方からの視点を想定し
制作された作品のフォルムは、観者の足を自然と展示フロア上階へと移動させ、下層と上層の「空間の
差異」の体験へと導く。この下層と上層の異なるイメージを繋いでいるものは、海谷のいう「見えない
軸」であり、質の異なる空間の衝突と「増殖するカタチ」を支え、作品を跳躍させている。 
 以上３点の提出作品は表現、内容において学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 海谷慶君は学部卒業制作時から「増殖するカタチ」をテーマに木彫作品を制作してきた。彼が制作す
る巨大な作品は「寄木」という技法を用いらざるをえず、この二つのことが学部、修士、博士を通じて
一貫して作品制作の両輪のキーワードになっている。 
 巨大な自然物をモチーフに制作を始めるきっかけとなったのは、カンボジアのタ・ブローム遺跡を旅
したことに始まる。遺跡に絡まり増殖しつづけるガジュマルの大木を見た衝撃が卒業制作「脅威の記憶」
という作品になった。修了制作としてサンゴの増殖を彫刻にした「Oasis」を制作した。そして今回、
「Tornado」と題し竜巻をモチーフに制作している。自然界にある様々な形態を「カタチ」にしてきたわ
けである。 
 平安時代後期、定朝により完成された、仏像造像技法の寄木造りとはもちろん、海谷君の表現技法は
異なるが、日本の伝統技法が制作する上で根底に流れていることは明らかである。そのうえで、彼の寄
木は作品が完成するまで繰り返し続けられるという方法をとる。今回の「Tornado」を制作するにあたり、
作者は寄木という方法を強く意識し、今後の作品の展開に可能性を見ている。そして、その方法で作ら
れた作品の前に立つと大きさ、木彫の表現、自然物というモチーフと相まって大変心地よい感覚に包み
込まれるようである。一方「巨大なカタチ」と正反対の「縮小するカタチ」の方向の制作もあり、展開
の巾を感じることができる。 
 論文において、上記の事を、これまでの軌跡をたどりながら過不足なく的確に記している。 
 博士作品の３点は雲をモチーフにしたものである。「Tornado」は文字通り、竜巻を形にしたもので、
垂直に立つ軸と上部に広がる、渦巻状の平らな円形の雲の形を魅力的なディテェールで表現している。
大学美術館のロビーという展示空間を意識し、２階のテラスからも見下ろせるよう配慮されており、作
品の場所という彫刻にとって大切な空間意識も鋭い。メインとなるこの作品は、スケールも大きく優れ
た作品である。「Mass」は台風の渦巻を彫刻にした。雲の彫りが的確である。「Momentary menace」は盆
栽のスタイルを取った、竜巻の形で「縮小」のタイプの作品である。細部にも神経が行き届き、完成度
が高い。 
 審査員一同、作品、論文を総合的に高く評価した。 
 
